
（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	１
	事業名
	都市公園遊具整備事業
	事業番号
	Ａ－１－１

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	７８，５６１（千円）
	全体事業費
	７８，５６１（千円）

	事業概要

	市内の中核的な総合公園である北泉海浜綜合公園において、子どもたちの運動機会の確保と体力の向上を図るため、以下の遊具の更新を実施する。
（１）事業期間
事業期間：平成２５年１１月１日～平成２６年３月３１日(予定)
（２）事業内容及び費用
北泉海浜総合公園　
費用：７８，５６１千円
（内訳）すべり台ローラー、すべり台コンクリート（人研ぎ）、動物コンクリート（ぞう、いるか、もぐら、白鳥親子）
※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
南相馬市教育委員会が実施した新体力テストの総合評価（平成２２年度・平成２４年度）及び健康診断結果（平成２２年・平成２４年度の栄養状態より）から、震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる（別紙説明資料参照）。本事業の対象となる北泉海浜総合公園は本市の中核的な総合公園であり、本事業の実施により、子どもたちが安全に安心して遊べる環境を整備することで、体を動かすことの喜びや楽しみを通じて、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与することとなる。本公園は、自動車で原町区市街地外及び鹿島区市街地から約２０分、国道６号線から約１０分の位置に立地しており、そのアクセス性から広域の住民の利用が見込まれる。本事業は既存の遊具と同規模の遊具の更新を実施することとしており、整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切かつ効率的である。整備後は利用者の利便性の向上に繋げるため、利用者アンケートを行う。また、教育委員会で実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等とあわせてモニタリングを行う。また、ホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、お祭りやあそび教室などのイベントの開催を予定している。


※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。
	関連する基幹事業

	事業番号
	

	事業名
	

	交付団体
	

	基幹事業との関連性

	


（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	２
	事業名
	児童センター施設遊具整備事業
	事業番号
	Ａ－１－２

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	３，２７６（千円）
	全体事業費
	３，２７６（千円）

	事業概要

	市内の児童センター２箇所において、地域の子どもの運動機会の確保と体力の向上を図るため、以下の遊具の更新を実施する。
（１）事業期間
事業期間：平成２５年１１月１日～平成２６年１月３１日(予定)
（２）事業内容及び費用
①内容：東町児童センター
費用：２，７０９千円　
（更新遊具内訳）滑り台、うんてい
②内容：上町児童センター
費用：５６７千円　
　　　（更新遊具内訳）鉄棒

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
南相馬市教育委員会が実施した新体力テストの総合評価（平成２２年度・平成２４年度）及び健康診断結果（平成２２年・平成２４年度の栄養状態より）から、震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる（別紙説明資料参照）。　本事業は、運動に対する子どもの自発性の涵養や体を使うことの喜びや楽しみの醸成のため子どもの運動習慣の定着を図るため遊具を更新するものであり、遊具の更新により子どもたちが安全に安心して遊べる環境を整備することで、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与することとなる。また、東町児童センターは、隣接する原町第一小学校の学区の児童生徒及び同地域の子どもたちの利用が見込まれており、上町児童センターについても、原町第三小学校の学区内に位置することから、同学区の児童生徒及び同地域の子どもたちの利用が見込まれるなど広域的な活用が期待できる。なお、既存の遊具と同規模の遊具の更新を実施することとしており、整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切かつ効率的である。
整備後は利用者の利便性の向上に繋げるため、利用者アンケートを行う。また、教育委員会で実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等とあわせてモニタリングを行う。さらに、ホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、運動プログラムなどを策定し実施する予定である。


※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。
	関連する基幹事業

	事業番号
	

	事業名
	

	交付団体
	

	基幹事業との関連性

	


（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	３
	事業名
	学校遊具更新事業
	事業番号
	Ａ－１－３

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	１３，６０８（千円）
	全体事業費
	１３，６０８（千円）

	事業概要

	市内の小学校３箇所において、児童・生徒の運動機会の確保と体力の向上を図るため、以下の遊具の更新を実施する。
（１）事業期間
事業期間：平成２５年１１月１日～平成２６年３月３１日(予定)
（２）事業内容及び費用　

　　　①原町第一小学校：３，６１２千円
　　　　　登り棒、６人用ブランコ
　　　②原町第二小学校：７，１１９千円
　　　　　築山（滑り台付）
　　　③原町第三小学校：２，８７７千円
　　　　　滑り台付ジャングルジム
※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
南相馬市教育委員会が実施した新体力テストの総合評価（平成２２年度・平成２４年度）及び健康診断結果（平成２２年・平成２４年度の栄養状態より）から、震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる（別紙説明資料参照）。本事業の実施により、児童・生徒が安全に安心して遊べる環境を整備することで、体を動かすことの喜びや楽しみを通じて、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与することとなる。また、本市では放課後及び土日祝日に学校開放を行っていることから、各学区の児童生徒だけでなく地域の子どもたちが幅広く利用できるため、遊具の更新により、更なる利用が期待できる。なお、本事業は既存の遊具と同規模の遊具の更新を実施することとしており、整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切かつ効率的である。整備後は、教育委員会で実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等とあわせてモニタリングを行う予定である。また、ホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、遊具を活用した運動プログラムなどを策定し実施する予定である。


※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。
	関連する基幹事業

	事業番号
	

	事業名
	

	交付団体
	

	基幹事業との関連性

	


（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	４
	事業名
	ちびっこ広場遊具更新事業
	事業番号
	Ａ－１－４

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	１７，７６６（千円）
	全体事業費
	１７，７６６（千円）

	事業概要

	市内のちびっこ広場５箇所において、地域の子どもたちの運動機会の確保と体力の向上を図るため、以下の遊具の更新を実施する。
（１）事業期間：事業期間：平成２５年１０月１日～平成２６年２月２８日(予定)
（２）事業内容及び費用
①内容：旭町ちびっこ広場
費用：　　３，４６５千円　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基、うんてい：１基
②内容：橋本町ちびっこ広場
費用：　　２，０７９千円　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基
③内容：日の出町ちびっこ広場
費用：　　４，７６７千円　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台：１基、ジャングルジム：１基
④内容：上太田ちびっこ広場
費用：　　３，２５５千円　（更新遊具）ブランコ：１基、てつぼう：１基、ジャングルジム：１基
⑤内容：馬場ちびっこ広場
費用：　　４，２００千円　（更新遊具）ブランコ：１基、すべり台（幼児用）：１基、
すべり台（小型）：１基,てつぼう：１基
※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
南相馬市教育委員会が実施した新体力テストの総合評価（平成２２年度・平成２４年度）及び健康診断結果（平成２２年・平成２４年度の栄養状態より）から、震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる（別紙説明資料参照）。　本事業の実施により、子どもたちが安全に安心して遊べる環境を整備することで、体を動かすことの喜びや楽しみを通じて、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与することとなる。また、旭町、橋本町及び日の出町ちびっこ広場は、原町第二小学校の学区内に位置し同学区の子どもたちに幅広く利用されることが見込まれる。上太田ちびっこ広場については、太田小学校の学区に位置し同学区内の子どもたちの利用が見込まれ、馬場ちびっこ広場についても、市内で２番目の規模を誇る石神第二小学校の学区に位置し同学区内の子どもたちの利用が見込まれるなど広域的な活用が期待できる。なお、本事業は既存の遊具と同規模の遊具の更新を実施することとしており、整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切かつ効率的である。整備後は利用者の利便性の向上に繋げるため、利用者アンケートを行う。また、教育委員会で実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等とあわせてモニタリングを行う。また、利用者増加を図るためホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、町内会等と連携してイベント等のソフト事業を実施する予定である。


※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。
	関連する基幹事業

	事業番号
	

	事業名
	

	交付団体
	

	基幹事業との関連性

	


（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	５
	事業名
	原町区屋内子どもの遊び場整備事業
	事業番号
	Ｂ－１－１

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	２４１，９２０（千円）
	全体事業費
	２８３，５００（千円）

	事業概要

	福島第一原子力発電所事故の影響により、子育て家庭においては放射能の不安から屋外で遊ぶことができない状況が続いている。子どもが運動する機会の確保と運動能力の回復を図るため屋内遊び場を整備し、子育て家庭が安心して住み続けることができる環境を整えることを目的とする。
（１）事業期間
事業期間：平成２５年８月１日～平成２６年３月３１日(予定)

（２）事業内容及び費用
①設置場所：南相馬市原町区高見町二丁目22-1地内
（現在「はらまちふれあいドーム」設置敷地）
　　 ②建物整備内容：
施　設
機能・用途
面積等
全天候型ドーム
間口30ｍ×奥行40ｍ
床：人工芝、一部ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ床張
1,200㎡（以下の施設を含む）
トイレ
子ども用、大人用　
男女各１箇所
多機能トイレ
車椅子用、オムツ替用
１箇所
管理室
スタッフ用
③遊具設備内容：アスレチック遊具一式

　　  ④費用：２４１，９２０千円

（設計費６，２９０千円、工事費２１５,０６６千円、諸経費２０，５６４千円）

２８３，５００千円（全体事業費）－４１，５８０千円（対象外事業費）＝２４１，９２０千円

※当該事業を復興ビジョン、復興計画、復興プラン等に位置付けている場合は、該当箇所及び概要も記載してください

	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
(1)体力低下、外遊び機会の減少、肥満傾向に関するデータと事業実施による改善の見込みについて
南相馬市教育委員会が実施した新体カテストの総合評価(平成22年度・平成24年度)及び健康診断結果(平成22年・平成24年度の栄養状態より)から、震災後の仮設住宅における住環境悪化による生活様式の変化、学校生活における屋外活動の制限、家庭生活における外遊びへの抵抗などにより、子どもが活発に運動する機会が減少し、体力の低下や肥満傾向が現れているものと考えられる。(別紙説明資料参照) 

屋外活動の制限が解除された後も、保護者の不安感は払拭されず、子どもの屋外活動は依然として低迷している状況である。
本事業の実施により、保護者の外遊びに対する不安を払拭する施設環境が整備され、震災前以上に体を動かすことの喜びや楽しみを享受することにより、活動が活発化し、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与するものと期待される。
(2)整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切か、また効率的かについて
耐用年数を超過した既設エアドーム(原町ふれあいドーム)を更新し、雨天時においても大いに外遊びが期待される魅力ある充実した施設、設備の整備を行うものとする。
建物の規模は、屋内遊具を配置したうえで様々な年齢の子ども達が十分に運動し、遊ぶことができる規模の1,200㎡（バレーボールコートが２面ある体育館相当）のドーム型とする。
屋根、壁を膜素材にすることにより自然光を多く採り入れ、屋外に似た開放感を演出するとともに、照明経費等の節減、施設運営の効率化を図る構造とし、さらに子どもの怪我の防止に寄与できる身体に優しいクッション性が確保された人工芝の床面を採用する。
施設内部は、日常使わない筋肉を動かし、全身の筋肉を万遍なく使うことにより幼児期から小学校低学年の子どもたちの運動能力を高め、筋力・平衡感覚などを養う野外運動設備（フィールドアスレチック）を屋内遊具として配置する。
また、保護者や子どもが安心して利用できるように、施設の一画に弾力性のある床張の乳幼児用スペースを設けるほか、付帯の施設として多目的トイレ、事務室、ＡＥＤ等を配置して施設の機能性、安全性の充実を図り、事業の目的に沿って、より多くの利用者に活用される施設整備を行うものである。
(3)整備後の維持管理、運営経費、人員確保に関する目途、中長期的な方針について
整備後の維持管理は、子どもの安全確保と施設の適正利用(子ども優先、いたずら防止)のため、業務委託により管理人等を配置する方針である。
(4)広域の住民による活用がなされるかなどアクセス性について
施設整備の場所は国道６号線沿いの「道の駅 南相馬」と高見町公園に隣接する利便性の高い立地場所であり、駐車場も確保されていることから周辺地域からのアクセスも容易であり、原町区の住民のみでなく他地域住民も含めた広域的な活用が見込まれる。
(5)効果を把握するためのモニタリング方針について
整備後は、利用者の満足度を高め、利用者の増加を図り、本市の子ども達の外遊びの活発化に結びつけるよう、利用者や未利用者に対して適宜アンケート調査を実施する。また、教育委員会が実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等も踏まえながら、施設整備等の効果を評価し、必要に応じて適宜見直し、改善を行うこととする。
(6)ソフト事業の取り組みについて

ホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、「道の駅 南相馬」の指定管理者である㈱野馬追の里とタイアツプし、㈱野馬追の里で行う物産展やお祭リイベント、こどもの日イベント等を実施し、相互に利用者増加を図るイベントを実施する。
また、市内の小学校・幼稚園・保育所（園）とも連携して、遠足や外遊び、同世代の交流事業の開催などの利用促進を図っていくこととする。



※効果促進事業である場合には以下の欄を記載。
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（様式１－３）
南相馬市定住緊急支援事業計画に基づく事業等個票
平成２５年７月時点
※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	６
	事業名
	屋内運動場施設整備事業（設計業務委託）
	事業番号
	Ｂ－１－２

	交付団体
	南相馬市
	事業実施主体
	南相馬市

	総交付対象事業費
	２９，０００（千円）
	全体事業費
	３７５，３５０（千円）

	事業概要

	鹿島区の中心に位置する旧鹿島体育館跡地において、子どもたちの運動機会の確保と体力の向上を図るため、以下の屋内運動場の整備を行う。
（１）事業期間　平成25年7月1日～平成27年3月31日(予定)

（２）事業内容　
屋内運動場新築工事　RC造2階建　1,270㎡
体育主室面積1,026㎡
・バドミントンコート6面
・バレーボールコート2面　
  　　・バスケットボールコート1面　など
　　　ステージ
　　　器具庫
（３）事業費　　375,350千円　(設計業務委託料29,000千円、建築工事一式346,350千円)
（４）実施場所　南相馬市鹿島区横手字川原地内


	人口の流出及びそれにより生じている地域の復興における支障との関係

	１、人口が流出し、地域の復興がいかに妨げられているかの説明
別紙説明資料のとおり
２、体力と運動能力を養う機会の確保にいかに寄与するか
(1)体力低下、外遊び機会の減少、肥満傾向に関するデータと事業実施による改善の見込みについて
南相馬市教育委員会が実施した新体力テストの総合評価（平成２２年度・平成２４年度）及び健康診断結果（平成２２年・平成２４年度の栄養状態より）から、震災後の屋外での運動制限などにより、児童・生徒の体力の低下及び肥満傾向が現れているものと考えられる（別紙説明資料参照）。
　本事業の実施により、保護者の外遊びに対する不安を払拭し、子どもたちが安全に安心して遊べる環境を整備することで、再び体を動かすことの喜びや楽しみを通じて、体力の向上や運動能力の改善に大きく寄与することとなる。
(2)整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切か、また効率的かについて
震災前に使用していた鹿島体育館(述べ面積1,525㎡)と、ほぼ同等規模のものを整備する。
（整備面積）
床面積1,270㎡
体育主室面積1,026㎡
・バドミントンコート6面
・バレーボールコート2面　
  　・バスケットボールコート1面　ほか
旧鹿島体育館は、地域のスポーツ拠点のひとつとして、総合型地域スポーツクラブが開催するスポーツ教室やイベントにも使用されており、気軽に体を動かすことのできる施設として子どもから親子まで幅広い世代で活用していた。屋内運動場を整備することで、総合型地域スポーツクラブと連携を図りながら、スポーツ団体等に所属していない一般の子どもたちにも、体を動かすことの喜びや楽しみを感じる機会を作り出し、地域全体の子どもの運動機会を確保する。

また、旧鹿島体育館は中学校の部活動などでも使用しており、震災で小高区の小・中学校が鹿島区内の学校に仮設校舎で開校していることに伴い、授業や部活動における学校の体育館の使用も過密になっていることに加え、従来使用していた鹿島体育館の取り壊しにより、ますます運動する機会が少なくなっている。　

これらのことから、鹿島体育館と同規模の屋内運動場の整備を図ることとしており、整備の規模、内容及び方法が事業の目標に照らして適切かつ効率的である。
(3)整備後の維持管理、運営経費、人員確保に関する目途、中長期的な方針について
整備後の維持管理は指定管理者による運営を行う方針である。
(4)広域の住民による活用がなされるかなどアクセス性について
事業実施場所は国道６号線から約２００ｍに位置し、ＪＲ常磐線鹿島駅から徒歩１０分と周辺地域からのアクセスも容易である。
(5)効果を把握するためのモニタリング方針について
整備後は教育委員会で実施する子どもの体力・運動能力調査や児童・生徒アンケート調査等とあわせてモニタリングを行う予定である。
(6)ソフト事業の取り組みについて
ホームページや広報誌などを活用し幅広く住民に周知を行うとともに、総合型地域スポーツクラブと連携を図りながら、スポーツ団体等に所属していない一般の子どもたちに対しても、体力向上を図る教室などを実施する予定。
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